
導入へのステップ

ステップ １

プログラムを紹介
ステップ ２

プログラムを体験
ステップ ３

プログラムを習得準備

学校訪問

パンフレットを配布
体験会の誘い

取組開始の
申し入れ

教育委員会
等へ

・パンフレット配布

・協力依頼

・対象となりそうな
学校の照会

メンバーの理解

・例会などで勉強会

体験会

プログラム概要と
模擬授業体験

ワークショップ

プログラムを用いた
授業方法を習得

「ライフスキル教育」
いいものだと思うので

一度見てもらえません
か？

ワークショップを受け
てみませんか？

校長、教頭、教務主任
の参加・体験が重要

学校でやって
みませんか？

導入

事業の方向付け

・短期の目標、長期の目標

メンバーの参加

・体験会やワークショップへ

信頼関係構築

・継続的な協力、支援

学校のニーズは？
押し付け厳禁

ワークショップ修了者
が授業を行う

授業実施

・総合的な学習
の時間などで

導入方法はいろいろ

・全校一斉導入

・段階的導入

・部分的導入



アプローチに学ぶ①

地道なスタート

年度の壁

密接な連携

市内全校に呼びかけ

数校が体験会に

1校が導入

任期1年の原則最低3年間の継続支援

事業開始から次々年度までの役員が関わる体制

小まめに学校に出向く

校内研修開催やワークショップ参加を支援

例会に招待



体験会参加

校長の理解

「忙しい忙しい」と
云いながら、

「生徒のためならば」と

がんばってくれる先生が
まだまだたくさんいる！

アプローチに学ぶ②

学校のニーズ

忙しい先生

不登校やいじめは普遍的問題

特徴ある取組みを探している

「よさそうだけど、いろいろ忙しいんですよ」

体験会参加者のほとんどが前向きに評価

教務主任との
関係構築

先生の熱意に
火をつける

我々のハート



アプローチに学ぶ③

「ライフスキル」
なら興味がある

養護・保健分野では一般的な言葉

あの研修とよく似ている

別の教材を持っている

ライオンズクエストを通じて、素晴らしい人たちだとわかった！

ライオンズクラブってなんですか？ライオンズクエスト？

尊重・敬意
ライオンズの
奉仕への理解

熱意・誠意


